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産業振興市に提言へ
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
中
間
駅
設
置
は
、

首
都
圏
南
西
部
に
お
け
る
広
域
交
流
拠
点
都

市
を
目
指
す
相
模
原
市
に
と
っ
て
、
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ

の
度
自
立
都
市
相
模
原
実
現
の
た
め
「
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
活
か
し
た
産
業
振
興
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
相
模
原
市
に
提
言
を

す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
、
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
開
通
を
含
め

広
域
的
な
交
通
体
系
が
整
備
さ
れ
、
相
模
原

市
は
広
域
連
携
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
更
に
高
ま
り
ま
す
。
人
や
企
業

に
選
ば
れ
る
「
人
・
自
然
・
産
業
が
共
生
す

る
活
力
あ
る
さ
が
み
は
ら
」
の
実
現
に
向

け
、
相
模
原
市
と
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

内陸ハブシティーの実現を目指す
リ
ニ
ア
新
幹
線
中
間
駅
橋
本
駅
周
辺
で
誘
致
決
定

　
神
奈
川
県
北
部
の
内
陸
に
位
置
す
る
相
模
原
市
は
、
交
通
網
の
整
備
が
進
み
、
交

通
の
要
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
２
０
１
３
年
度
中
に
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
「
さ

が
み
縦
貫
道
」
が
全
面
開
通
す
る
だ
け
で
な
く
、

年
に
開
通
予
定
の
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
中
間
駅
を
橋
本
駅
に
誘
致
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
リ
ニ
ア
開
通
に
よ
る

産
業
へ
の
効
果
は
絶
大
と
見
て
お
り
、
次
世
代
の
都
市
づ
く
り
、
研
究
開
発
拠
点
の

集
ま
る
産
業
都
市
を
目
指
す
。

次
世
代
の
都
市
づ
く
り
交
通
網
・
工
業
団
地
整
備
進
む

相
模
原
市
橋
本
駅
周
辺
に
中
間
駅
誘
致
の
合

意
を
報
告
す
る
黒
岩
祐
治
県
知
事

と
加
山

俊
夫
相
模
原
市
長

２
月
３
日
、
県
庁

相模原市

東京－大阪間を約１時間で
結ぶリニアモーターカー

リニア誘致　　　産業界の期待

新ビジネス機会創出

中嶋　隆氏さがみはら産業創造センター社長

　
さ
が
み
は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｉ
Ｃ

は
、

起
業
家
や
新
分
野
進
出
を
目
指
す
中
小
企
業
の
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
と
し
て
、
相
模
原
市
や
中
小
機
構
な
ど
の
出

資
で
、
平
成

年
に
設
立
さ
れ
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
相
模
原
市
は
、
都
心
か
ら
比
較
的
近
い
立
地
で
、
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
で

す
。
さ
が
み
縦
貫
道
や
津
久
井
広
域
道
路
な
ど
の
整
備

計
画
の
実
現
も
目
前
で
、
首
都
圏
南
西
部
の
「
広
域
交

通
拠
点
都
市
」
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
産

業
創
造
の
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
が
進
み
、
一
言
で
表
現
す

る
と
「
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
育
つ
街
」
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
と
言
え
ま
す
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
入
居
企
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
の
ほ

か
、
地
域
の
中
小
企
業
や
大
学
な
ど
と
連
携
し
た
技
術

開
発
支
援
な
ど
、
今
後
も
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創

出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
い
た
し
ま
す
。

産業集積さらに発展を

村山　忠雄氏マーク電子社長

　
リ
ニ
ア
新
幹
線
中
間
駅
誘
致
が
橋
本
に
決
定
し
、
今
後

の
相
模
原
市
の
更
な
る
「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
プ
！
」
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
特
に
産
業
面
で
は
、
東

京
や
名
古
屋
へ
の
移
動
時
間
の
大
幅
な
短
縮
に
よ
り
技
術

情
報
や
人
的
交
流
が
活
性
化
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に
不
可

欠
な
産
業
集
積
も
加
速
し
、
相
模
原
市
の
さ
ら
な
る
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
１
９
７
７
年
に
相
模
原
市
に
創
立
し
た
当
社
は
、
電
子

機
器
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
軸
と
し
「
開
発
設
計

総
合
組
立
」
を

主
体
事
業
に
し
て
お
り
、
昨
年

月
に
は
「
医
療
機
器
分

野
」
で
の
製
造
許
可
の
認
可
を
受
け
、
「
関
連
し
た
計
測

分
野
」
へ
と
、
よ
り
高
度
な
技
術
集
積
の
中
、
発
展
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
度
に
全
面
開
通
を
予
定
す
る
さ
が
み
縦
貫

道
に
加
え
、
今
回
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
中
間
駅
の
決
定
に
よ

り
、
内
陸
工
業
都
市
の
中
堅
技
術
企
業
と
し
て
積
極
的
な

事
業
展
開
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

宇宙と産業の街ＪＡＸＡと連携

衛
星
の
模
型
な
ど

を
展
示
し
た
展
示

室
は
随
時
無
料
開

放
し
て
い
る

　
相
模
原
市
中
央
区
に
は
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

宇
宙
科
学
研
究
所
の
中
核
と
な
る

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
。
２

０
１
０
年
６
月
に
奇
跡
的
な
帰
還

を
果
た
し
た
小
惑

星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
」
で
一
躍
有

名
に
な
っ
た
。

　

年

月
に
相

模
原
市
は
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
、
東
京
国
立

近
代
美
術
館
と
３

者
で
協
定
を
結

び
、
航
空
宇
宙
関

連
の
講
演
会
や
イ

ベ
ン
ト
出
展
な
ど

文
化
事
業
で
連
携

し
て
い
る
。

　
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
展
示
室

は
随
時
無
料
で
開
放
し
て
お
り
、

研
究
施
設
全
体
の
特
別
公
開
を
す

る
７
月
の
２
日
間
を
除
い
て
年
間

約
５
万
８
０
０
０
人
が
訪
れ
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ３月３０日 金曜日 　　

　
相
模
原
市
は

年
４
月
に

政
令
指
定
都
市
に
移
行
し
、

２
年
が
経
つ
。
「
ま
だ
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
い
う
位
置
づ
け

が
強
い
」

産
業
・
雇
用
政

策
課

と
し
な
が
ら
も
、
道

路
網
の
整
備
と
リ
ニ
ア
新
幹

線
の
新
駅
誘
致
に
向
け
て
着

々
と
動
き
を
み
せ
る
。
製
造

業
で
発
展
し
て
き
た
同
市
の

研
究
開
発
基
盤
の
さ
ら
な
る

発
展
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　
リ
ニ
ア
新
幹
線
を
使
え

ば
、
東
京
駅
か
ら
こ
れ
ま
で

１
時
間
か
か
っ
た
が
、
約

分
に
短
縮
で
き
、
名
古
屋
駅

か
ら
も
約

分
と
大
幅
に
短

縮
で
き
る
。
こ
の
利
点
を
元

に
、
「
都
心
に
は
な
い
機
能

を
担
う
こ
と
、
海
外
の
企
業

を
橋
本
駅
近
辺
や
相
模
原
市

内
の
工
業
団
地
に
誘
致
す
る

こ
と
で
次
世
代
の
都
市
づ
く

り
を
進
め
た
い
」

同

と

し
て
い
る
。

　
ま
た
、

年
度
か
ら
工
事

を
進
め
て
き
た
圏
央
道
の
一

部
区
間
「
さ
が
み
縦
貫
道
」

は
、

年
度
中
に
全
面
開
通

す
る
予
定
だ
。
地
元
の
国
道

号
線
や
１
２
９
号
線
の
渋

滞
緩
和
が
期
待
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
混
雑
し
や
す
い
首

都
高
速
道
路
を
経
ず
に
北
関

東
以
北
な
ど
、
全
国
に
一
層

ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
る
。

　
八
王
子
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

―
高
尾
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ

Ｉ
Ｃ

は

日
に
開

通
。
海
老
名
Ｉ
Ｃ
―
相
模
原

Ｉ
Ｃ
間
は

年
度
内
、
相
模

原
Ｉ
Ｃ
―
高
尾
山
Ｉ
Ｃ
は

年
度
内
に
開
通
す
る
見
込
み

だ
。

年
に
開
通
予
定
の
城

山
Ｉ
Ｃ
に
近
い
金
原
地
区
、

川
島
・
大
島
界
地
区
、
相
模

原
Ｉ
Ｃ
に
近
い
当
麻
地
区
、

麻
溝
台
・
新
磯
野
地
区
に
新

し
い
工
業
団
地
を
順
次
オ
ー

プ
ン
し
、
企
業
誘
致
施
策
に

も
力
を
入
れ
る
。

　
リ
ニ
ア
駅
誘
致
と
工
業
団

地
整
備
の
メ
リ
ッ
ト
を
合
わ

せ
れ
ば
、
東
西
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
橋
本
駅
周
辺
に

本
社
機
能
や
研
究
開
発
機
能

の
拠
点
を
、
そ
こ
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
工
業
団
地
内

に
工
場
を
設
置
す
る
モ
デ
ル

も
考
え
ら
れ
る
。

　
相
模
原
市
は
１
９
５
５
年

の
工
場
誘
致
条
例
制
定
以

降
、
製
造
業
で
発
達
し
て
き

た
。
「
独
自
技
術
を
持
つ
企

業
や
技
術
者
も
多
く
、
研
究

開
発
の
要
請
に
耐
え
う
る
土

壌
が
あ
る
」

同

と
し
、

研
究
開
発
部
門
の
集
積
地
と

し
て
海
外
企
業
を
積
極
的
に

誘
致
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
ま
た
、
相
模
原
市
は
内
陸

部
に
位
置
し
て
お
り
地
盤
も

安
定
な
こ
と
か
ら
、
災
害
リ

ス
ク
の
低
さ
や
工
場
設
備
の

精
度
保
持
の
面
で
、
工
場
立

地
に
利
点
が
あ
る
の
も
特
徴

だ
。
相
模
原
駅
に
近
接
し
、

年
度
末
に
一
部
返
還
さ
れ

る
相
模
総
合
補
給
廠
跡
地
の

約

を
利
用
し
て
、
防
災

拠
点
の
整
備
も
検
討
し
て
い

る
と
い
う
。

　
東
西
の
軸
上
に
位
置
し
、

さ
ら
に
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す

る
こ
と
を
見
込
み
、
物
流
拠

点
の
集
積
も
進
む
。

年
秋

に
は
三
菱
地
所
と
ラ
サ
ー
ル

が
相
模
原
市
中
央
区
の
田
名

工
業
団
地
に
あ
る
キ
ャ
タ
ピ

ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
敷
地
約

万
平
方

を
購
入
、
最
大
級

の
物
流
拠
点
「
ロ
ジ
ポ
ー
ト

相
模
原

仮
称

」
を

年

夏
に
着
工
し
、

年
秋
に
完

成
予
定
。
物
流
拠
点
へ
の
土

地
転
用
の
申
し
出
は

年
度

だ
け
で
７
件
、

分
に
及

ん
だ
。

　
リ
ニ
ア
新
幹
線
が
開
通
す

れ
ば
、
経
済
活
性
化
が
見
込

め
る
の
は
相
模
原
市
に
限
ら

な
い
。
同
市
と
多
摩
地
区
、

県
央
地
区
で
「
広
域
交
流
拠

点
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
２
月

日
に
１

回
目
の
協
議
を
終
え
た
と
い

う
。
今
後
、
橋
本
駅
を
中
心

と
し
た
産
業
雇
用
政
策
を
研

究
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。


